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知識データベースのCMM定着に

果たした役割

古河インフォメーション・テクノロジー㈱

ＦＩＴＥＣ Ｃｏｒｐ．

企画管理室 大坂 豊昭
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知識データベース構築の背景

当社では、高品質の達成と生産性向上のための方策として、
２０００年１月～CMMの取り組みを開始した。

２０００年１月～SEPGが標準プロセスを定義し、２００１年６月
～SQAが支援活動を実施し、２００１年１０月～トレーニング
チームが標準プロセスのトレーニングを実施した。

その後、CMMがある程度定着したが、プロジェクト側より「計
画時に他のプロジェクトのデータを参考にしたい。」との要望
がSEPGへ寄せられるようになった。

標準プロセスやプロジェクトデータにおいて、プロジェクト側、
SQA、SEPG間で情報共有を図る必要があった。
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知識データベース構築の目的

標準プロセスやプロジェクトデータを蓄積し、公開するための
Webシステムを構築する。

知識データベースにアクセスした社員が、容易に参照したり、
ダウンロードすることができる。

２００２年７月～知識データベースの運用を開始した。
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FITEC 品質保証体制

品質担当役員

経営者品質委員会

SQA長
トレーニングチーム長

CMM推進委員会

トレーニングチーム

SQA品質委員会

Quality Group長

SQA管理チーム Project SQA 品質監査委員

部門品質委員会

部門PPM会議

部門SQA

SEPG長

SEPG

（知識データベース担当）
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知識データベースの内容

知識データベースの主な内容としては、

プロセス定義

プロジェクト・ショーケース（作成例）

ベストプラクティス

プロセス・データベース

トレーニング関連
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知識データベースの内容
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知識データベースの内容 プロセス定義

目的

プロセス定義書、テンプレート、ガイドライン、チェックシートを
掲載することで、知識データベース利用者が参照、ダウン
ロードすることができる。

内容

プロセス定義書、テンプレート、ガイドライン、チェックシート、
プロセスチェックの際にSQAが使用するPPM (Project 
Process Monitoring) チェックシート。

担当

SEPG

活動

[1]プロセス定義リリース時、SEPGが、プロセス定義を知識デー
タベースに掲載する。



COPYRIGHT ALL RESERVED BY FITEC Corp. 8

プロジェクトマネージャ、
メンバー

[各SQA]
発信

[SQA管理チーム]
受付調整

[SEPG]
回答調整

SEPG
回答分?

[SQA管理チーム]
回答まとめ

プロセス定義
変更?

[SEPG]
プロセス
定義変更

知識データベース掲載

プロセス定義変更連絡

N

Y

＜プロセス改善提案のフロー＞

知識データベースの内容 プロセス定義

Y

リリースは全SQA、プロジェクトマネージャ、
部門長宛てに連絡する
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知識データベースの内容 プロジェクト・ショーケース

目的

プロジェクトメンバーがドキュメントを作成する際に参照できる
ように、プロジェクトが作成したドキュメントを収集し、知識デー
タベースに掲載する。

内容

要件分析時、プロジェクト計画時に作成するドキュメント一式。
テーラリングの記録。

担当

プロジェクトマネージャ ⇒ SQA ⇒ SEPG
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知識データベースの内容 プロジェクト・ショーケース

活動

[1]プロジェクトマネージャは、プロジェクト計画書の承認後、及び
マイルストーン、及びプロジェクト終了時に、作成ドキュメントを
SQAへ送付する。

[2]SQAがドキュメントをレビューし、SEPGへ通知する。

[3]SEPGがドキュメントをレビューし、知識データベースに掲載す
る。
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OK?

SQA管理チーム
へ送付

ドキュメント
作成

＜メール＞
To： SQA管理チーム
From：プロジェクトマネージャ

担当SQAの責任範囲

プロジェクトマネージャの責任範囲

未提出
の場合
フォロー

プロジェクト計
画で決めたタイ
ミングで作成～

送付

知識データベース
登録

SQA管理チームの責任範囲

SEPGの責任範囲

担当SQAへ

是正連絡
N

Y

分析～
新指標
作成

チェック

提出
フォロー

保管
(台帳記入)

＜ドキュメントの提出フロー＞

OK?

知識データベースの内容 プロジェクト・ショーケース
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知識データベースの内容 プロジェクト・ショーケース

SQA管理チームの責任範囲 SEPGの責任範囲

プロジェクト計画 レビュー OK?

知識データ
ベース登録

Y

プロジェクト

プロジェクト計画
類似プロジェクト

＊プロジェクト計画書の収集

PSSP(テーラリング) レビュー OK? Y

品質保証計画 レビュー OK? Y

リスク管理計画 レビュー OK? Y

構成管理計画 レビュー OK? Y

見積り&スケジュール レビュー OK? Y

Metrics計画 レビュー OK? Y

＊プロジェクト計画書の作成

PSSP(テーラリング)

品質保証計画

リスク管理計画

構成管理計画

見積り&スケジュール

Metrics計画

類似プロジェクト

プロセス・
データベース

レビューは、効果性、
機密性を判断する

同じビジネスドメインの
ものを検索するか、キー
ワード検索で、類似プロ

ジェクトを見つける
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知識データベースの内容 ベストプラクティス

目的

成功事例を掲載することで、プロジェクトが実装する上での参
考資料とする。それにより、プロジェクトを効率良く管理するこ
とができる。

内容

プロジェクトで作成したドキュメントの中で、他のプロジェクトに
とって参考資料となり得るもの。

SQAのプロセスチェック、及び品質監査をトリガーとする。

担当

SQA ⇒ SEPG

品質監査委員 ⇒ SEPG
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知識データベースの内容 ベストプラクティス

活動

[1]SQAが、プロセスチェックを実施した際にベストプラクティス候
補を見つけたら、SEPGへ通知する。

[2]品質監査実施時、品質監査委員がベストプラクティス候補を見
つけたら、SEPGへ通知する。

[3]SEPGはベストプラクティス候補をレビューし、ベストプラクティ
スとするかを判断する。そのベストプラクティスを知識データ
ベースに掲載する。
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知識データベースの内容 ベストプラクティス
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知識データベースの内容 プロセス・データベース

目的

プロセス能力ベースライン・目標値を会社レベルで設定し、知
識データベースに掲載することで、プロジェクトの管理範囲を
示す。ただし、プロジェクトの特性により、例外的に実装するこ
とができる。

内容

プロセスを定量的に管理するためのMetrics、成果物の品質を
管理するためのMetricsのプロセス能力ベースライン・目標値。
生産性、品質コスト、差異分析（サイズ・工数・スケジュール）、
欠陥分析。

担当

SEPG
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知識データベースの内容 プロセス・データベース

活動

[1]SEPGは、6ヶ月に1度、プロジェクトから収集したMetricsデー

タを基にプロセス能力ベースライン・目標値を設定し、知識
データベースに掲載する。
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知識データベースの内容 トレーニング関連

目的

トレーニングチームは、各部門との連携を図るため、トレーニン
グ計画（年次計画、月次計画）、トレーニング教材、トレーニン
グコースの分析結果を知識データベースに掲載する。

内容

CMMプロセスのトレーニング、開発技法のトレーニング等。

担当

トレーニングチーム ⇒ SEPG

活動

[1]トレーニングチームは、年度開始時にトレーニングの年次計画
を作成し、経営層がレビューし、SEPGが知識データベースに掲
載する。

[2]トレーニングチームは、年次計画に基づいてトレーニングコー
スを実施する。
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知識データベースの内容 トレーニング関連

活動

[3]トレーニングコースの教材をトレーニングチームでレビューし、
SEPGが知識データベースに掲載する。

[4]トレーニング受講者は、トレーニングコース終了後に受講アン
ケートを記入し、トレーニングチームへ送付する。

[5]トレーニングチームは、受講アンケートを収集し、分析する。

[6]経営層が分析結果をレビューし、SEPGが知識データベースに
掲載する。
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知識データベースの内容 トレーニング関連

トレーニングチームの責任範囲 SEPGの責任範囲

トレーニング年次
計画作成

トレーニング月次
計画作成

トレーニング教材
作成

トレーニングコース
実施

トレーニングコース
分析

レビュー OK?

知識データ
ベース登録

レビュー OK?

レビュー OK?

レビュー OK?

Y

Y

Y

Y

利用部門

部門教育計画
作成

トレーニング計画を
参考にして

部門教育実施

トレーニング教材を
使用して

部門教育ニーズ
とトレーニング効

果の対比

トレーニングコース
分析結果を参考に
して
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知識データベースへのアクセス

知識データベースには、種々の社外秘情報が含まれている知識データベースには、種々の社外秘情報が含まれている
ため、アカウントは申請制にした。ため、アカウントは申請制にした。
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知識データベースへのアクセス

2003年度知識データベース使用状況月別(組織順)
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第5回
品質監査
6/16～

第6回
品質監査
10/13～

第7回
品質監査
2/9～

例）知識データベースの使用状況（２００３年度）

・2003年6月のアクセス数が多いのは、2003年6月に第5回品質監査を実施したことにより、CMMを充分に理
解していないメンバーが頻繁にショーケースへアクセスしたことによる。
・2003年10月と2004年2月に品質監査を実施したにも関わらずアクセス数が減少しているのは、CMMの理解
が深まったために、必要以上のショーケースへのアクセスが減少したことによる。
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知識データベースへのアクセス

IISIISの機能を使って、知識データベースへのアクセスログを取得し、の機能を使って、知識データベースへのアクセスログを取得し、SEPGSEPG
が月毎にアクセス状況を分析している。が月毎にアクセス状況を分析している。

現状の知識データベースへのアクセスは、品質監査（四半期毎）等のイベ現状の知識データベースへのアクセスは、品質監査（四半期毎）等のイベ
ントがトリガーになっている傾向が見受けられる。ントがトリガーになっている傾向が見受けられる。

ＣＭＭ導入時、標準プロセスを全社展開するツールとしてＣＭＭ導入時、標準プロセスを全社展開するツールとして知識データベー知識データベー
ススの果たした役割は大きい。また、プロジェクトのデータを知識データベーの果たした役割は大きい。また、プロジェクトのデータを知識データベー
スに蓄積することによって、中央に知識・ノウハウを集約することができた。スに蓄積することによって、中央に知識・ノウハウを集約することができた。

集約した知識をプロジェクト側へ如何にフィードバックするか、プロジェクト集約した知識をプロジェクト側へ如何にフィードバックするか、プロジェクト
側が如何に活用するかを検討し、今後、更に知識データベースの改善を側が如何に活用するかを検討し、今後、更に知識データベースの改善を
実施していく。実施していく。
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ありがとうございまありがとうございましたした


